
• 従来手法では現用経路とバックアップ経路それぞれに通信容量を保証
• 容量期待値保証型ルーティングでは現用・バックアップを区別せず, 
故障予測に基づいて割り当てた複数の経路全体の通信容量を期待値で保証

研究背景

容量期待値保証型ルーティング

経路が使用不可になると
バックアップ経路に切替

従来手法

故障予測に基づく通信容量が保証された
光ネットワークを用いたデータセンタ基盤

クラウドサービスの急速な普及により, データセンタでは光ネットワークを用いた
高速な転送機能が必要

ネットワーク経路の故障による大量のデータの損失を防ぐため
バックアップ経路の確保が必要

容量期待値保証型ルーティング

現用経路: 容量20

バックアップ経路: 容量20

故障発生

✕常に未使用のリソースが存在
✕固定的な容量割り当て

故障予測に応じて柔軟に割当経路数・容量を決定
期待値保証によって無駄のないリソース割り当てを実現
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経路1: 容量8
経路2: 容量10

利用可能確率: 25%

経路3: 容量12

利用可能確率: 75%

利用可能確率: 90%

割当容量

要求容量

利用可能確率

平均的に要求容量を割当
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デモ構成

テストデータ送信

送信サーバ

ECGR Controller Ryu controller

順序制御情報付加
経路制御情報付加
帯域幅割当制御

経路制御情報削除
フレーム順序復元

要求容量・故障予測に
従って, 最適な

割当経路と容量を決定
計算結果

受信サーバ

スイッチ網

: データの流れ

マルチパスフレーム
生成機

容量期待値保証型ルーティング

マルチパスフレーム
受信機

マルチパス転送では, 同一のフローを複数経路で転送するため, 
経路によって到着時間が異なる可能性が存在. 

スイッチ網内で順序制御情報を付加したマルチパスフレームを使用することで
受信側でデータ順序の復元を可能とし,送受信サーバでの特別な操作を省略.

容量期待値ルーティングでは, 同一のフローを複数経路で転送し,経路全体の
通信容量を期待値で保証

展示ではデモ構成図のようなマルチパス転送を実行

決定された経路に従って
スイッチ網を制御

ECGR: Expected Capacity Guaranteed Routing

スイッチ制御プロトコル
(OpenFlow)

故障予測情報を通知

故障予測
プラットフォーム


